
単 位 数 年 間 授 業 時 間 １４０　時間

使 用 教 科 書 ( 出版 社 )

副 教 材 等

７
月

３章　生物の環境応答
１節　動物の反応と行
動
１．刺激の受容と応答

・動物が体内外の情報を得て反応を起こす
しくみを学習する。

２．神経の働き
３．神経系の働き

・神経における興奮の発生・伝導・伝達を
理解する。
・大脳・中脳・小脳・間脳・延髄や脊髄に
ついて、理解する。

２．分類の階級
３．３つのドメインに
よる生物の分類

・ドメインから種のレベルにいたる分類の
階層や、種の命名法について学習する。

２節　動物の発生
１．動物の配偶子形成
と受精

５章　生態と環境
１節　個体群とその変
動

・密度効果に関連させて、個体群の変化の
しくみについて学習する。

２．個体群にみられる
社会性
３．生物群集の成り立
ち

・安定した個体群が維持されるしくみにつ
いて、個体群内部のしくみや他の個体群と
の関連などの観点から学習する。

２節　生態系
１．生態系の物質生産
とエネルギーの流れ

６
月

２．染色体と遺伝子の
伝わり方
３．遺伝子と染色体

 
・バイオテクノロジーの技術の数々と応用
面について学習する。

２．初期発生の過程
３．誘導・分化と形態
形成

・動物の発生過程に伴う胚の変化と遺伝子
発現について学ぶ。
・両生類の胚の研究で明らかにされたしく
みや遺伝子について学習する。

２．胚形成と種子形成
３．植物の器官分化

・胚や種子の形成過程や、植物の器官の分
化のしくみについて理解する。
・ 生殖器官である花から種子ができ、発芽
し葉・茎が分化するしくみを学習する。

３節　植物の発生
１．植物の配偶子形成
と受精

・動物の受精との違いに留意しながら、重
複受精などについて学習する。

２．ＤＮＡの複製
・ＤＮＡの複製のしくみや塩基配列の意義
などについて理解する。

３．タンパク質の合成
４．遺伝子の発現調節
のしくみ

・減数分裂により遺伝的多様性がもたらさ
れることを理解する。
・受精により、染色体数が復元し、新しい
体細胞のもとが完成することを理解する。

２章　生殖と発生
１節　有性生殖
１．生殖の種類

・有性生殖には、受精のほかに同形配偶子
の接合などを行う生物などにも触れる。

５．バイオテクノロ
ジー

・実例を挙げながら、遺伝子組み換え、組
織培養、核移植、細胞融合などについて理
解し、併せて、問題点についても学習す
る。

・遺伝子発現のしくみと細胞分化との関わ
りについて学習する。
・遺伝子が条件によって発現のしかたが調
節されていることを学習する。

４
月

５
月

３節　遺伝情報の発現
１．ＤＮＡ

・ＤＮＡの構造や研究の歴史などについ学
習する。

３．光合成のしくみ
４．窒素同化

・光合成が無機物から有機物を合成するこ
とを理解する。
・また、同化の一例として、窒素同化につ
いても学習する。

２節　代謝
１．代謝とＡＴＰ
２．呼吸と発酵のしく
み

・有機物分解によって得られるエネルギー
の変化と利用のしくみについて学習する。
・呼吸ではクエン酸回路や電子伝達系の存
在や役割を理解する。

科 目

対 象 学 年 ・ （ 組 ）

生物

２．生命現象とタンパ
ク質

指導内容
【年間授業計画】

具体的な指導目標【年間授業計画】

 
・生物の基礎である細胞がどのような物質
でつくられ，どのような構造をもち，どの
ようなはたらきをするか学習する。

・物質輸送や情報伝達，細胞構造の維持な
どの生命現象を支えるタンパク質の構造や
はたらきについて学習する。

９
月

１章　生命現象と物質
１節　細胞と分子
１．生体物質と細胞

４．人類の進化
・霊長類の進化に触れながら、環境の変化
に関連付けて、人類の誕生や進化を学習す
る。

４章　生物の進化と系
統
１節　生物の進化
１．生命の起源

・地球の歴史にも触れながら、生命誕生の
しくみを理解する。

２．初期の生物進化
３．生物の変遷

・地球環境の変化に関連して、生物の変遷
について学習し、併せて、地質時代の変遷
や特徴について学ぶ。

３．いろいろな進化説
４．進化説の発展

・当時の歴史的な背景にも簡単に触れなが
ら、さまざまな進化説が生まれたことを理
解し、それぞれの説の概要を学ぶ。

３節　生物の系統
１．系統に基づく分類

・生物のもつさまざまな特徴の比較から生
物の系統関係が明らかになったことを具体
例を通じて理解する。

２節　進化のしくみ
１．進化の証拠

　
・生物の個体数が変動したり安定したりす
るしくみを，種内や種間での関係，および
環境の影響に注目し学習する。

２．生体分子に残る進
化の痕跡

・進化における新しいアプローチとしての
分子レベルでの研究について学習する。

２．生態系と生物の多
様性

・生態系における生物多様性に影響を与え
る要因を理解し、生物多様性の重要性を理
解する。

指導内容
【年間授業計画】

具体的な指導目標【年間授業計画】

【評価の観点・方法】

a
１
１
月

１
２
月

教 科 担 当 者

１
月

　

指導内容
【年間授業計画】

具体的な指導目標【年間授業計画】

４．効果器
５．動物の行動

・筋肉以外の受容器についても触れ、学習
する。
・動物のいろいろな行動とそのしくみにつ
いて学習する。

２節　植物の環境応答
１．環境応答と植物ホ
ルモン
２．光と環境応答

３
月

４　単位

・環境によって制御される、伸長成長や種
子の発芽、花芽の形成について学習する。
．光屈性など、光によって生じる植物の反
応について学習する。

・生態系における物質生産とエネルギー効
率について学習する。

１．理解度の観点から、１、２学期の定期考査や小テストを８回程
度実施し、その得点を中心に評価する。
２．その他、提出物の提出状況や授業への取り組み方・態度等の多
くの観点も考慮する。

３年理系選択者（１～３組）

必修選択

生物　（啓林館）

問題集「ニューグローバル生物」（東京書籍）　生物の基本マスター（啓林館）　補助教材「スクエア最新図説生物」（第一学習社）

２
月

1
0
月


